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る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
他
の
既
存
店

舗
と
競
合
し
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
出
店
に

よ
っ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
へ
の

有
効
な
効
果
と
な
り
う
る
の
か
な
ど
、

十
分
な
検
討
・
協
議
が
必
要
と
な
る
が
、

地
域
活
性
化
の
核
と
も
い
え
る
商
工
業

の
振
興
策
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
商
工
会
や
商
店

街
活
性
化
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
密

に
、
最
善
策
を
導
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

商
業
振
興
に
お
け
る
行
政
指
導
の
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

町
長　

商
店
街
の
問
題
は
、
本
町
の
み

な
ら
ず
全
国
的
に
大
変
困
難
な
問
題
と

な
っ
て
い
て
、
国
に
お
い
て
は
、「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」
を
制
定
し
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
に
対
処
し
た
再
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
、
中
小
企
業
庁
に
お
い
て
も
、

経
営
支
援
・
創
業
支
援
に
重
点
を
お
い

た
多
様
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
の

で
、
当
町
の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
適
合
す
る
制
度
内
容
を
精
査
・

研
究
し
、
実
行
化
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
商

業
振
興
に
関
し
て
は
、
現
段
階
で
明
確

な
将
来
展
望
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
現
在
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
捉
え

た
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
、
大
型
店
に

は
な
い
「
温
か
み
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
」

や
「
顧
客
と
の
ふ
れ
あ
い
」
な
ど
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
あ
る
商

店
と
し
て
個
々
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
、

商
店
街
の
機
能
復
活
と
な
る
し
、
ひ
い

て
は
町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

「
商
店
街
の
活
性
化
対
策
」
に
町
・
商
工

会
・
会
員
等
が
、
緊
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

〈
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
活
用
検
討

委
員
会
の
協
議
進
捗
状
況
に
つ
い
て
〉

　

委
員
会
で
の
協
議
内
容
お
よ
び
進
捗

状
況
は
。

町
長　

第
１
回
の
委
員
会
を
６
月
23
日

に
開
催
し
、
会
長
に
酒
井
哲
夫
さ
ん
、

副
会
長
に
古
用
史
郎
さ
ん
を
選
び
、
工

場
跡
地
の
現
地
視
察
の
後
、
過
去
の
経

過
を
説
明
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
第

２
回
委
員
会
は
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、

議
題
の
第
１
点
と
し
て
、「
過
去
の
意
見

を
経
済
基
盤
用
地
・
住
宅
用
地
・
公
共

用
地
の
３
分
類
に
分
け
て
の
検
討
」、
第

２
点
が
「
長
期
総
合
計
画
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
く
跡
地
利
用

の
住
民
意
見
の
取
り
ま
と
め
の
説
明
」、 

最
後
に
「
意
見
交
換
」
を
行
っ
た
。 

な
お
、

第
３
回
委
員
会
は
12
月
14
日
に
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
２
回
の
検
討
委
員
会
で
の

委
員
各
位
の
意
見
と
、
７
月
に
実
施
し

た
長
期
総
合
計
画
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
が
大
変
類
似
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、『
企
業
・
工
場
の
誘
致
に
よ
る

若
者
の
就
労
の
場
づ
く
り
』、『
人
口
の

増
加
対
策
を
目
指
し
た
分
譲
住
宅
団
地

の
造
成
』、『
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
・

講
演
会
が
で
き
る
文
化
施
設
や
図
書
館
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
』、『
庁
舎
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
の
建
設
』、『
自
然
公

園
、
緑
地
公
園
な
ど
自
然
を
満
喫
で
き

る
公
園
づ
く
り
』、『
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
映
画
館
、
遊
園
地
な
ど
の
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
建
設
』、『
老
人
ホ
ー

ム
、
宅
老
所
、
託
児
所
、
学
童
保
育
な

ど
の
福
祉
施
設
の
充
実
』、『
大
学
、
短

大
、専
門
学
校
な
ど
の
学
校
誘
致
』な
ど
、

幅
広
い
積
極
的
な
ご
意
見
や
要
望
が
あ

る
が
、
反
面
、『
将
来
に
財
政
負
担
を

も
た
ら
す
施
設
は
作
る
べ
き
で
な
い
』、

『
よ
そ
で
は
箱
物
は
失
敗
し
て
お
り
、
箱

物
は
い
ら
な
い
』
と
言
っ
た
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
意
見

を
も
と
に
、
検
討
委
員
会
で
十
分
協
議

を
し
て
い
た
だ
き
意
見
集
約
し
た
後
に
、

建
築
関
係
の
専
門
家
に
よ
る
総
合
的
な

土
地
利
用
計
画
図
を
作
成
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
は
、

具
体
的
な
用
途
案
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
活
用

は
、
新
生
鬼
北
町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
町
の
将
来
の

浮
沈
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
町
民
の
十
分
な
理
解
を
得
、
町
民

か
ら
喜
ば
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
、
町
民

が
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
利
用
計

画
を
た
て
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

横　

山　

二　

郎　

議
員

〈
農
業
・
経
営
安
定
対
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
〉

　

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
に
つ

い
て
。

町
長　

中
山
間
地
域
で
あ
る
当
地
域
の

担
い
手
要
件
は
、
個
人
ま
た
は
農
業
生

産
法
人
に
つ
い
て
は「
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
」、

集
落
営
農
組
織
は
、「
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
」

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
当
町
の
農
家

戸
数
は
、
２
千
87
戸
で
あ
り
、
そ
の
内

対
象
と
な
る
個
人
は
、
31
名
で
あ
る
が
、

19
年
度
以
降
の
対
策
と
し
て
、
畑
作
も

含
む
こ
と
に
な
る
と
対
象
戸
数
は
増
加

す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
な
お
、
集
落

営
農
組
織
は
20
集
落
あ
る
が
、
経
理
の

一
元
化
な
ど
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
該
当
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

食
育
に
つ
い
て
、
本
町
の
基
本
姿
勢
は
。

町
長　

「
食
・
農
教
育
」
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
給
食
の
地
元
産
米
・
野
菜
・

果
物
・
き
じ
肉
な
ど
の
地
域
特
産
品
の

提
供
を
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・

教
育
委
員
会
・
農
政
担
当
者
で
の
検
討

会
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地

産
・
地
消
は
、
道
の
駅
「
森
の
三
角
ぼ

う
し
」、「
日
吉
夢
産
地
」、「
１
０
０
円

市
場
」
等
の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
更

に
、
生
産
者
部
会
の
技
術
研
修
や
実
地

研
修
等
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
消
費
者

の
需
要
に
応
え
て
行
き
た
い
。

　

農
地
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

町
長　

平
成
16
年
度
調
査
に
よ
る
と

「
61
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
の
耕
作
放
棄
地
が
あ

る
の
で
、
農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
と

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
、
農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た

農
業
振
興
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

町
長　

全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
、
当

町
で
も
、
毎
年
、
鳥
獣
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、行
政
は
も
と
よ
り
農
家
に
と
っ

て
も
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

当
町
の
平
成
16
年
度
の
農
作
物
被
害
額

は
、
７
８
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
農

家
の
生
産
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

は
、
電
気
牧
柵
に
よ
る
対
応
の
た
め
の

助
成
事
業
や
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
な
ど
、

現
段
階
で
で
き
る
可
能
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

〈
ふ
る
里
へ
の
誇
り
育
て
る
郷
土
史
研
究

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
〉

　

郷
土
史
研
究
体
制
に
つ
い
て
。

町
長　

恒
久
的
な
研
究
体
制
を
確
立
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
現
状
で
は
、

旧
町
誌
等
の
編
集
時
期
に
合
わ
せ
て
、

郷
土
史
関
係
の
識
見
者
な
ら
び
に
研
究

者
等
に
依
頼
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
の

で
、
早
急
に
研
究
体
制
の
確
立
と
組
織

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
な
お
、
新
町
の
発
足
と
同
時
に
、

旧
町
村
の
歴
史
や
文
化
財
を
改
め
て
見

直
す
必
要
が
あ
り
、
４
月
１
日
付
で
文

化
財
保
護
委
員
５
名
を
選
任
し
、
現
在
、

調
査
・
研
究
を
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
新
町
の
文


